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　４月１日法改正により児童手当が小学校
３年生から６年生まで引き上げられました。
これまでの対象者は２，７２１人でしたが，改正
により７４０人増えて３，４６１人となっています。

　

有
機
生
産
組
合
の

組
織
の
確
立
と
、
農

家
の
所
得
向
上
と
今

後
農
業
振
興
に
お
け

る
モ
デ
ル
的
組
織
と

し
て
育
成
し
て
い
く

た
め
、
有
機
農
業
の

認
証
経
費
に
対
す
る

補
助
金
で
す
。
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議
場
内
傍
聴
席

の
可
視
拡
大
の
た

め
の
工
事
費
で
す
。

傍
聴
席
前
方
の
落

下
防
止
壁
を
現
行

の
木
製
か
ら
、
ア

ク
リ
ル
板
に
変
更

す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
死
角
と

な
っ
て
い
た
部
分

が
解
消
さ
れ
ま
す
。

傍聴席が高く見えにくい現在の議場

　管理棟の１階の天井部分と２階の一部，
計４０１．１５�の石綿を除去します。
　工事は夏休み期間中に実施予定で，アス
ベストが外部に飛散しないように完全に養
生をして，飛散状況を測定しながら作業が
進められます。

　

轟
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
及
び
吉
松

中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
、

８
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
す
る
た
め
、
旅

費
等
に
充
て
ら
れ
る
補
助

金
で
す
。

キ
バ
レ
湧
水
の
子
ど
も
た

ち
！

　財団法人地域活性化センターの合併市町村資
源活用事業補助金の採択を受けたことによる補
助金です。
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天井に吹付けされたアスベスト
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結　果提　案　理　由　等議　　　案

�����������	
	������������
【主な内訳】
Ｐ２～Ｐ３のとおり

一般会計補正予算
「第１号」第９４号

����������������	
����
【主な内訳】
・地域包括支援センターへの出向職員３人の確定に
よる負担金の調整

介護保険事業特別
会計補正予算
「第２号」

第９５号

�����������������������
【主な内訳】収益的支出
・人事異動に伴う人件費の変更

水道事業特別会計
補正予算
「第１号」

第９６号

�����������������������
【主な内訳】
・青少年大会出場費補助金（轟ＪＶＣの補助金）

一般会計補正予算
「第２号」第９８号

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
結　果提　案　理　由　等議　　　案

・所在地
　川西２６６３番地３６
・無償譲渡
　共同作業所１棟　４４．３２㎡
・無償貸付
　宅地　１５７．０４㎡
・譲渡及び貸付の相手方
　川西２６６１番地３
　西永山地区共同利用組合
　代表　佐藤　新吉

財産の無償譲渡第９１号

財産の無償貸付第９２号

・所在地
　川添２４２５番地２３
・地　目
　原野　１０．１ｈａ
・貸付の相手方
　川添１２２６番地
　川添牧野組合
　組合長　桑原　佐年

財産の無償貸付第９３号

・契約の目的
　平成１８年度湧水町立
　学校給食共同調理場
　新築工事
・契約の方法
　指名競争入札
・契約金額
　２５７，２５０，０００円
・契約の相手方
　鹿児島市錦江町９番２５号
　中央建設株式会社
　代表取締役　栫井銀次郎

工事請負契約の締結第９７号

完成予想図
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提出先提　出　理　由　等発　　　議

内閣総理大臣
小泉純一郎氏
ほか３大臣

ＪＲ九州は，営業開始当初から赤字経営が見込まれ，
経営安定基金の運用益と税の低金利のため運用益は
益々減少し，より効果的支援策がないと赤字路線の
廃止及び運賃改定により地域住民に犠牲を強いるこ
とは必至である。

ＪＲ九州に係る支
援策等に関する意
見書

第２号

内閣総理大臣
小泉純一郎氏
ほか３大臣
及び
衆参両議院議長

　教職員の給与に充当されている義務教育費国庫負
担制度の見直しは，教育水準の低下が危惧される。
　児童生徒の実態に応じ，きめ細やかな対応を行う
ため制度の堅持が不可欠である。

次期定数改善計画
の策定と義務教育
費国庫負担制度堅
持に関する意見書

第３号

���������������������������������������������������������������
結　果陳　情　内　容　等陳　　　情

　本道路は幅員が狭く離
合の際は危険でありまた，
路面も荒廃し，子ども・
高齢者の利便性が悪く，
救急・防災態勢の向上か
ら改良をお願いする。

町道船渡蔵元線改
良に関する陳情書

（提出者）
湧水町北方１４７
上郡自治会長
南薗賢二

第４号

ＪＲ労組は地域交通の維
持を基本理念として運動
を展開していくため，地
域交通の問題点・課題の
相互理解が欠かせないと
考えている。意見書提出
のご配慮をお願いする。

ＪＲ九州に係る支
援策等に関する意
見書の提出を求め
る陳情書

（提出者）
川西１０５２－１
浜田芳範

第５号

私道の周辺は住宅用地と
して最適であり，地域の
活性化が期待でき，町道
の日枝神社～般若寺温泉
間は狭く危険であり安
全・防災面からも新道の
方が良い。

元高千穂電機工場
に通ずる私道を買
収し町道化を願う
陳情書

（提出者）
般若寺６２番地３般
若寺地区公民館長
山崎修外２名

第６号

教育の重要性，さまざま
な課題を踏まえた教育論
より，財政の緊縮が優先
し，教育水準の低下が危
惧される。義務教育費国
庫負担制度の堅持を求め
る。

次期定数改善計画
の策定と義務教育
費国庫負担制度の
堅持を求める意見
書の採択を求める
陳情

（陳情者）
湧水町川西１５３３－２
平谷和文

第７号

幸田地区の活性化のため，
Ｕターン者家族・孫戻り運
動を展開しているが，希望
者はあるものの，受け皿の
住宅が不足している。取得
してある町有地に町営住宅
の早期建設をお願いする。

幸田住宅早期建設
を求める陳情書

（陳情者）
幸田１３３２番地
幸田校区活性化会
議会長　西迫義春

第８号

安心安全な道路へ（北方地区）

閑散とした栗野駅

旧高千穂電機工場の私道（般若寺地区）
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宅地に流れ込んだ土砂
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宅地の裏山が崩壊
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木原展望台より見た吉松地区の災害状況

ボートで救出ボートで救出
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れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
を
考

慮
し
て
も
、
本
町
職
員
の
出

向
案
で
改
善
が
で
き
る
と
考

え
る
が
。

 

財
政
的
な
問
題
も
あ

り
、
現
在
定
数
か
ら

十
七
名
不
足
の
状
態
で
対
応

し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

業
務
に
つ
い
て
は
各
署
、
分

遣
所
が
連
携
し
、
今
の
と
こ

ろ
住
民
へ
の
迷
惑
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

大
口
市
よ
り
職
員
が
出
向
し

一
般
事
務
を
行
っ
て
い
た
経

緯
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
数

人
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
今

後
、
協
議
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
�

 

健
や
か
な
成
長
を
阻

害
す
る
要
因
が
多
い

現
在
、
特
に
そ
の
中
で
も
将

来
の
方
向
性
を
大
き
く
左
右

す
る
と
想
定
さ
れ
る
金
銭
教

育
は
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

 

学
校
に
お
け
る
金
銭

教
育
は
、
健
全
な
消

費
者
と
し
て
の
能
力
や
態
度

を
育
成
し
、
物
や
資
源
を
大

切
に
す
る
環
境
教
育
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
関
連
付
け
、

総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

今
後
も
各
学
校
へ
の
指
導
を

一
層
充
実
さ
せ
ま
す
。
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過
去
に
本
町
議
会
や

消
防
組
合
議
会
に
お

い
て
、
職
員
定
数
に
満
た
な

い
組
合
組
織
の
人
員
環
境
が

招
く
様
々
な
弊
害
が
指
摘
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

����������
����������
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財
政
状
況
の
厳
し
い

中
、
全
国
的
に
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
封
筒

な
ど
に
企
業
広
告
を
募
集
し

少
し
で
も
自
主
財
源
を
確
保

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
が
、
本
町
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

 

４
月
か
ら
広
報
編
集

委
員
会
が
検
討
を
始

め
て
お
り
、
そ
の
報
告
を
受

け
慎
重
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
情
報
を
発
信

し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
日
に
二
百
件
以
上
の
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
媒
体
に
も
企
業
広
告
が
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
重

要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
を

町
で
奨
励
す
る
考
え
は
な
い
。

 

「
町
お
こ
し
」
の
一
環

と
し
て
農
畜
産
物
の

加
工
品
以
外
の
ブ
ラ
ン
ド
創

出
の
取
組
み
を
町
長
に
伺
う
。

 

棚
田
米
、
有
機
米
・

甘
藷
の
他
、
新
た
に

十
七
年
度
か
ら
進
出
企
業
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
黒
胡
麻
、

十
八
年
度
か
ら
京
芋
の
推
進

を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
地

域
・
関
係
者
と
一
体
と
な
り
、

協
議
・
検
討
を
重
ね
、
ブ
ラ

ン
ド
化
に
努
め
て
い
く
。
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����������
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川
内
川
の
堤
防
は
、

安
心
・
安
全
な
通

学
路
、
生
活
路
等
と
し
て

多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

る
。
吉
松
橋
か
ら
柿
木
橋

の
左
岸
堤
防
は
車
両
が
通

行
し
、
危
険
で
あ
り
、
車

両
進
入
防
止
柵
の
設
置
に

つ
い
て
伺
う
。

 

侵
入
防
止
柵
の
設

置
は
可
能
で
あ
り
、

河
川
事
務
所
と
協
議
す
る
。

 

高
齢
者
・
電
動
カ

ー
利
用
者
等
に
や

さ
し
い
道
路
と
し
て
簡
易

舗
装
化
を
伺
う
。
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川内川堤防
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よ
り
安
全
で
優
し
い

通
路
と
し
て
舗
装
化

は
必
要
で
あ
り
、
河
川
事
務

所
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

 

活
性
化
及
び
青
少
年

健
全
育
成
の
観
点
か

ら
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
町
の
奨

励
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
提
案
す

る
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
は
競
技

人
口
が
少
な
く
、
直
ぐ
に
各

種
大
会
で
活
躍
で
き
、
青
少

年
の
将
来
に
明
る
い
展
望
が

開
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
コ

ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の

場
が
で
き
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
で
き
、
大
会
等

に
よ
り
交
流
人
口
が
増
え
、

活
性
化
が
期
待
で
き
る
。
提

案
に
つ
い
て
の
町
長
・
教
育

長
の
考
え
を
伺
う
。

 

高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
、
青
少
年
の
健

全
育
成
等
多
面
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
、
関
係
機
関

と
連
携
し
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

努
め
る
。

�
�

����������
����������
�
�

�
� �

�
�
�
�
�

たらの芽
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我
が
町
の
ほ

と
ん
ど
の
自

治
会
が
納
税
組
合
を

組
織
し
、
徴
税
に
協

力
し
て
お
り
、
見
返

り
の
納
税
報
償
金
を

自
治
会
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
き
た
が
、

近
年
、
個
人
情
報
保

護
の
か
ら
み
か
ら
、

未
納
者
の
特
定
が
で

き
ず
、　

％
割
れ
し

１００

て
、
納
税
報
償
金
が

半
減
し
、
自
治
会
運

営
に
支
障
を
き
た
す

事
態
が
多
発
し
て
い

る
。
行
政
が
徴
収
に

努
力
す
る
の
は
当
然

の
事
で
あ
る
が
、
納

税
組
合
の　

％
割
れ

１００

����������
����������
�
�

を
防
止
す
る
う
え
か
ら
も
、

唯
一
情
報
を
把
握
し
て
い
る

行
政
が
対
策
を
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
そ
の
対
応
を

伺
う
。

 

納
税
組
合
の
存
在
と
、

納
税
報
償
金
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
好
ま
し
い

事
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
自
治

会
の
育
成
支
援
の
た
め
に
も

何
ら
か
の
形
で
続
け
て
参
り

ま
す
。
徴
収
に
つ
い
て
は
、

未
納
者
情
報
を
唯
一
知
り
得

る
行
政
で
、
き
め
の
細
か
い

徴
収
を
す
る
よ
う
担
当
課
に

指
示
い
た
し
ま
す
。

�
�

 

国
道
・
県
道
・
町
道

そ
れ
ぞ
れ
道
路
法
面

や
路
肩
に
雑
草
が
繁
茂
し
、

交
通
安
全
、
沿
道
修
景
、
耕

地
等
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。

今
ま
で
も
町
道
等
に
お
い
て

は
、
自
治
会
に
お
け
る
美
化

活
動
や
耕
地
の
自
主
保
全
な

ど
協
力
し
て
き
て
い
る
が
、

高
齢
化
に
伴
い
、
自
主
管
理

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況

や
、
個
人
で
自
主
管
理
す
る

に
は
あ
ま
り
に
も
広
大
す
ぎ

る
法
面
の
存
在
が
あ
る
。
特

に
、
県
道
木
場
吉
松
え
び
の

線
の
北
方
〜
永
山
間
、
県
道

川
西
菱
刈
線
の
未
改
良
区
間

����������
����������
�
�

に
お
い
て
は
、
交
通
の
安
全

確
保
の
た
め
に
も
対
応
を
急

ぐ
べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

 

県
道
に
つ
い
て
は
、

改
良
促
進
を
含
め
て

土
木
事
務
所
と
そ
の
対
応
を

詰
め
て
参
り
ま
す
。
高
齢
化

に
よ
り
自
主
管
理
困
難
な
箇

所
等
に
つ
い
て
は
、
調
整
検

討
し
、
土
木
事
務
所
と
と
も

に
対
応
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
自
治
会
等
に
お
け
る

活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
�

�

�

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

�
�
�
�
��

�
�
�

��������	

（納税報奨金の金額）
第４条　報奨金は、１２月２５日までの納入成績に基づき、次により

算出した金額とする。
　�　納税組合等に対する報奨金
　　ア　均等割　１納税組合　２，０００円
　　イ　戸数割　１戸　１５０円
　　ウ　税額割　納税額の１０００分の１５以内
　　　　　　　　（ただし、最高限度額１００，０００円）
　　　　納税率　１００％　　　　　納税額の１０００分の１５
　　　　納税率　９５％～９９．９％　納税額の１０００分の８
　　　　納税率　９０％～９４．９％　納税額の１０００分の６
　　　　納税率　９０％未満　　　支給なし

作業班の下払作業
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４
月
に
は
司

法
の
判
決
も

完
了
し
た
、
そ
の
後
、

５
月
に
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
た
が
議
会

に
は
報
告
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、

住
民
に
対
し
て
の
説

明
責
任
の
必
要
性
は

考
え
な
い
か
。

 

司
法
関
係
の

事
は
管
轄
外

で
あ
る
の
で
、
控
え

ま
す
。

 

司
法
の
判
決

が
出
て
い
な

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
�
�

い
、
昨
年　

月
の
臨
時
議
会

１１

に
、
指
揮
管
理
の
あ
り
方
を

反
省
し
町
長
の
給
料　

％
減

１０

の
議
案
を
提
出
さ
れ
た
が
否

決
さ
れ
た
。
そ
し
て
４
月
の

時
点
で
賞
罰
委
員
会
、
並
び

に
検
察
庁
の
判
断
も
下
さ
れ

た
。
今
回
の
不
祥
事
に
つ
い

て
は
全
て
が
終
了
し
た
と
受

け
取
っ
て
い
い
の
か
。

 

昨
年
の
臨
時
議
会
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
事
不
再
議
と
言
う
も
の
が

あ
る
、
議
会
の
意
向
は
決
ま

っ
た
も
の
と
考
え
る
。
再
度

提
出
す
る
考
え
は
無
い
。

�
�

活用したい，本町のホームページ

 

湧
水
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
や
自
然
環
境
の
紹
介
、

又
、
議
会
や
情
報
公
開
等
を

活
発
に
行
う
に
は
、
容
量
が

不
足
し
て
い
る
と
思
う
が
。

 

庁
舎
内
で
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
委
員

会
」
を
設
置
し
充
分
な
活
用

に
向
け
更
に
取
り
組
み
ま
す
。

容
量
不
足
に
つ
い
て
は
満
た

す
だ
け
の
確
保
を
し
ま
す
。

����������
����������
�
�

�
�

 

情
報
化
の
流
れ
の
な

か
、
合
併
を
機
会
に

庁
舎
内
、
庁
舎
間
及
び
出
先

機
関
を
ほ
ぼ
全
域
接
続
し
、

さ
ら
に
、
職
員
一
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
完
備
さ
せ
、
情

報
化
シ
ス
テ
ム
の
構
築
完
了

と
な
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ス
に

活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

 

万
全
と
は
言
え
な
い
。

今
後
時
代
に
即
応
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
を
図
り
た
い
。

����������
����������
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

栗野庁舎
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適
正
な
職
員
定
数
に

つ
い
て
伺
う
。

 

財
政
面
を
考
え
る
と
、

住
民　

人
に
１
人
位

１００

に
な
る
が
、
分
権
で
事
務
量

が
増
大
す
る
こ
と
も
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

「
行
革
コ
ン
ペ
」
で
、

将
来
人
口
３
万
人
の

善
通
寺
市
は
、
市
が　

％
出

１００

資
の
人
材
派
遣
会
社
を
作
り
、

Ｓ
―
Ｐ
Ｃ
Ｏ
Ｉ
（
ス
ー
パ
ー
・

プ
レ
ミ
ア
ム
・
シ
テ
ィ
・
オ

フ
ィ
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）

計
画
で
、
職
員
数
究
極
目
標

　

人
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
。
島

１７０の
人
口
２
、５
０
０
人
の
海

士
町
は
、
職
員
の
給
与
カ
ッ

ト
や
地
場
産
品
の
開
発
に
取

組
み
、
若
い
世
代
を
中
心
に

人
口
が
増
加
に
転
じ
、
赤
ち

ゃ
ん
も
５
割
増
え
た
。
町
長

の
感
想
を
伺
う
。

 

考
え
方
は
良
い
と
思

い
ま
す
。
町
の
形
態
・

状
況
に
即
し
た
可
能
性
を
考

え
て
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
後
略
）

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
�
�

�
�

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見

直
し
と
は
何
か
伺
う
。

 

行
政
と
住
民
の
「
協

働
」
が
益
々
必
要
に

な
り
ま
す
。
住
民
の
方
々
の

ご
理
解
が
、
行
革
成
功
の
鍵

に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

組
織
の
見
直
し
と
は
、

グ
ル
ー
プ
制
の
こ
と

か
伺
う
。

 

課
を
超
え
て
チ
ー
ム

で
の
取
組
み
も
必
要

で
す
。
現
在
、
阿
波
井
堰
水

害
対
策
を
チ
ー
ム
で
行
っ
て

い
ま
す
。

 

投
資
的
事
業
の
重
点

化
で
合
併
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
見
直
し
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
伺
う
。

 

国
の
諸
条
件
が
変
わ

っ
て
、
大
幅
な
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
�
�

�
�

 

国
は
、
地
方
に
対
し

て
こ
れ
ま
で
の
行
革

の
大
胆
な
見
直
し
を
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
対
応
策
を
伺
う
。

 

三
位
一
体
改
革
に
な

っ
て
い
な
い
た
め
、

大
変
厳
し
い
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
行
革

大
綱
も
で
き
ま
し
た
の
で
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、

組
織
・
機
構
の
見
直
し
、
定

数
管
理
・
給
与
の
適
正
化
、

意
識
改
革
等
、
住
民
の
声
を

反
映
し
た
行
政
の
推
進
を
よ

り
一
層
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

����������
����������
�
�

�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
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結
婚
予
定
者
や
子
育

て
家
庭
に
一
戸
建
住

宅
を
建
設
し
優
先
的
に
配
慮

し
て　

年
を
目
処
に
定
住
者

２０

に
無
償
譲
渡
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

 

若
年
者
の
定
住
化
対

策
と
し
て
、
新
設
の

計
画
も
あ
り
ま
す
が
、
公
営

住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事

業
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

 

本
町
の
全
地
域
に
お

け
る
携
帯
電
話
の
圏

外
不
通
話
の
解
消
策
は
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か

伺
い
た
い
。

 

今
や
携
帯
電
話
は
緊

急
連
絡
等
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
解

消
策
と
し
て
各
通
信
会
社
へ

ア
ン
テ
ナ
設
置
を
依
頼
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
続

き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

 

我
が
町
が
、
人
が
潤

う
対
策
と
し
て
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
る
考
え
か
伺
い
た
い
。

 

子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
保
育
関
係
の
減

免
措
置
等
を
検
討
す
る
必
要

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

����������
����������
����������

�
�
�

�
�

�
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�
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移
住
促
進

対
策
と
し

て
相
談
窓
口
を
設

け
て
積
極
的
に
誘

致
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

 

定
年
後
の

移
住
に
関

し
て
は
宅
地
分
譲

を
中
心
に
相
談
窓

口
を
設
け
て
積
極

的
に
誘
致
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

 

本
町
の
各
地
区

に
お
け
る
空
き

家
等
や
遊
休
農
地
を
行

政
が
借
り
上
げ
て
定
住

対
策
と
し
て
本
格
的
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
伺
い
た
い
。

 

有
効
な
方
法
で

あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
農
地
法
や
不
動

産
法
の
問
題
等
を
精
査

し
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

����������
����������
����������
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�
�

�
�
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今や必需品の携帯電話
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の
機
械
等
の
使
用
に
対
す
る

経
験
は
ど
の
程
度
あ
る
の
で

す
か
。

 

職
員
は
一
時
的
な
対

応
で
考
え
て
お
り
、

将
来
は
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
て
の
運
営
と
し
た
い
。

 

指
定
管
理
者
制
度
で

の
運
営
と
な
っ
た
場

合
、
収
入
と
し
て
は
少
な
く
、

光
熱
費
等
維
持
管
理
費
を
払

え
る
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、

町
民
の
使
用
料
だ
け
で
の
運

営
は
困
難
で
、
よ
り
安
心
・

安
全
な
運
営
が
で
き
る
よ
う

�
�

����������
����������
�
�

助
成
し
て
欲
し
い
。

 

運
営
面
は
個
人
で
す

が
、
町
が
建
て
た
施

設
で
も
あ
り
、
高
齢
者
や
年

に
１
〜
２
回
程
度
の
利
用
の

た
め
現
状
を
十
分
把
握
し
な

が
ら
、
維
持
管
理
体
制
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、

事
故
等
が
発
生
し
な
い
よ
う

指
導
し
ま
す
。

�
�

 

現
在
、
管
理
人
と
し

て
雇
用
さ
れ
て
お
り
、

来
年
度
よ
り
管
理
人
を
置
か

な
い
と
い
う
事
で
、
改
善
セ

ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い
る

����������
����������
�
�

 

吉
松
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
は
農
村
婦
人
の

自
主
的
活
動
を
促
し
、
地
域

住
民
の
連
帯
意
識
を
高
め
、

生
活
改
善
及
び
健
康
増
進
を

助
長
し
、
地
域
社
会
に
お
け

る
役
割
並
び
に
資
質
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
週
４
日
を
管
理
人
対

応
と
し
、
残
り
１
日
は
職
員

等
機
械
操
作
の
で
き
る
者
で

対
応
し
、
利
用
で
き
る
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

 

職
員
の
対
応
で
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
職
員

�
�

����������
����������
�
�

加工室の様子

住
民
の
方
に
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

な
運
営
を
な
さ
れ
る
の
か
伺

う
。

吉松生活改善センター
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【【
特
別
委
員
会
】
全
議
員

特
別
委
員
会
】
全
議
員（（
議
長
除
く

議
長
除
く
））

【【
行行

政
】

　
　
　

政
】
米
満
町
長
、

米
満
町
長
、

久
留
須
助
役
、
藤
川
建
設
課
長
、

　
　

久
留
須
助
役
、
藤
川
建
設
課
長
、

ほ
か
２
名

ほ
か
２
名

�
�
�
�

�
�
�
�

①

阿
波
井
堰
上
下
流
の
狭
窄
部
開
削

①　

阿
波
井
堰
上
下
流
の
狭
窄
部
開
削

を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
が
、
開
削

を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
が
、
開
削

工
事
予
算
、
阿
波
井
堰
開
削
後
の
下

工
事
予
算
、
阿
波
井
堰
開
削
後
の
下

流
域
の
流
下
能
力
、
チ
ッ
ソ
発
電
所

流
域
の
流
下
能
力
、
チ
ッ
ソ
発
電
所

の
国
土
交
通
省
と
の
水
利
権
契
約
等

の
国
土
交
通
省
と
の
水
利
権
契
約
等

が
弊
害
と
な
っ
て
い
る
。

が
弊
害
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
被
害
や
従
前
か
ら
の
浸
水

　
　

新
た
な
被
害
や
従
前
か
ら
の
浸
水

被
害
拡
大
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
な

被
害
拡
大
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
な

が
ら
、
吉
松
地
域
の
流
量
拡
大
の
対

が
ら
、
吉
松
地
域
の
流
量
拡
大
の
対

策
を
図
っ
て
い
く
。

策
を
図
っ
て
い
く
。

②

吉
松
地
域
の
流
量
拡
大
を
下
川
添

②　

吉
松
地
域
の
流
量
拡
大
を
下
川
添

地
区
周
辺
流
域
ま
で
引
っ
張
り
、
河

地
区
周
辺
流
域
ま
で
引
っ
張
り
、
河

川
水
位
の
低
下
を
図
り
、
内
水
の
廃

川
水
位
の
低
下
を
図
り
、
内
水
の
廃

水
処
理
に
結
び
付
け
、
床
上
浸
水
や

水
処
理
に
結
び
付
け
、
床
上
浸
水
や

道
路
冠
水
の
被
害
軽
減
を
図
る
。

道
路
冠
水
の
被
害
軽
減
を
図
る
。

③

下
川
添
地
区
周
辺
流
域
（
川
添
狭

③　

下
川
添
地
区
周
辺
流
域
（
川
添
狭

窄
部
）
の
拡
幅
幅
は
、
吉
松
地
域
中

窄
部
）
の
拡
幅
幅
は
、
吉
松
地
域
中

心
の
河
川
幅

心
の
河
川
幅　

��
程
度
と
し
、
阿
波

程
度
と
し
、
阿
波

１６０１６０

流
域
の
河
川
高
低
差
を
利
用
し
、
流

流
域
の
河
川
高
低
差
を
利
用
し
、
流

量
拡
大
に
結
び
付
け
る
。

量
拡
大
に
結
び
付
け
る
。

④

阿
波
井
堰
開
削
後
、
流
量
拡
大
に

④　

阿
波
井
堰
開
削
後
、
流
量
拡
大
に

よ
り
栗
野
地
域
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と

よ
り
栗
野
地
域
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
緩
和
調

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
緩
和
調

整
す
る
堰
を
北
方
地
区
発
電
所
付
近

整
す
る
堰
を
北
方
地
区
発
電
所
付
近

の
川
幅
の
広
が
っ
た
辺
り
に
構
築
す

の
川
幅
の
広
が
っ
た
辺
り
に
構
築
す

る
。
る
。

⑤

改
修
計
画
案
に
関
係
す
る
上
下
流

⑤　

改
修
計
画
案
に
関
係
す
る
上
下
流

の
支
川
、
内
水
及
び
本
線
の
寄
り
洲

の
支
川
、
内
水
及
び
本
線
の
寄
り
洲

除
去
や
、
栗
野
地
域
の
補
強
箇
所
等

除
去
や
、
栗
野
地
域
の
補
強
箇
所
等

に
つ
い
て
も
関
連
対
策
を
図
る
。

に
つ
い
て
も
関
連
対
策
を
図
る
。

⑥

浸
水
被
害
住
民
の
実
情
を
大
事
に

⑥　

浸
水
被
害
住
民
の
実
情
を
大
事
に

し
な
が
ら
、
共
通
対
策
の
理
解
や
協

し
な
が
ら
、
共
通
対
策
の
理
解
や
協

力
を
深
め
、
一
体
的
参
画
を
図
っ
て

力
を
深
め
、
一
体
的
参
画
を
図
っ
て

い
く
。

い
く
。

��������������������������������������������������������������������������������										
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・
阿
波
井
堰
上
下
流
の
狭
窄
部
開
削
を
最
終
目

標
に
、
町
独
自
の
改
修
計
画
案
を
作
成
し
、

国
土
交
通
省
へ
提
案
を
行
っ
て
い
く
。

・
河
川
拡
幅
が
比
較
的
容
易
な
下
川
添
流
域
の

拡
幅
案
を
地
権
者
に
示
し
、
賛
同
と
協
力
も

得
た
。

・
町
独
自
の
改
修
計

画
案
の
内
容
確
認

と
、
公
民
館
長
や
、

床
上
浸
水
被
害
者

を
中
心
と
し
た
住

民
・
議
会
・
行
政

三
者
が
一
体
と
な

り
、
地
元
選
出
国

会
議
員
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
国
や

県
へ
引
続
き
改
善

要
求
を
行
っ
て
い

く
。

����������
����������
����������
����������
����������
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����������
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����������
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�
	

　

町
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
検
討
書
」
と
し

て
阿
波
井
堰
を
含
め
た
川
内
川
の
抜
本
的
な
改
修
計
画
案

を
作
成
。
４
月
５
日
に
国
土
交
通
省
川
内
川
工
事
事
務
所

に
改
修
計
画
案
の
説
明
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
と
は
。

���������������
���������������
���������������
���������������
���������������
���������������
���������������
���������������
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問
題
と
な
っ
て
い
る
阿
波
井
堰
狭
窄
部
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今
回
の
県
北
豪
雨
災
害

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
広
報
委
員
は
、

町
議
会
活
動
を
分
か
り
や

す
く
正
確
に
伝
え
る
た
め

に
研
修
会
や
先
進
地
視
察

を
行
い
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
議
会
だ
よ
り
を
合
言
葉

に
委
員
が
切
磋
琢
磨
し
、

次
回
発
行
が
待
ち
遠
し
く

な
る
よ
う
な
紙
面
作
り
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
確
か
で
正
し
い

情
報
の
掲
示
に
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

御
意
見
等
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。　
　

（
池
上
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

委

員

長　

宮
里　

�
昭

委　
　

員　

仮
屋　

良
二

　
　
同　　
　

境
田　

公
明

　
　
同　　
　

池
上　

滝
一

　
　
同　　
　

亀
澤　
　

中

　
　
同　　
　

川
田　

耕
哉
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�
�
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�
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　この大会は，過去の実績を元に県から３校推

薦される大会で，昨年の成績を元に県代表とし

て吉松中が選ばれました。８月１６日～１９日の日

程で行われ，８～９チームのリーグ戦の後，

リーグ戦の順位ごとに決勝トーナメントを行い

ます。
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　轟ＪＶＣ（ジュニアバレーボールクラブ）は，

姶良地区予選を勝ち抜き，６月２４日～２５日に霧島

市横川総合体育館，国分総合体育館で行われた

「サントリーカップ第２６回全日本バーレーボール

小学生大会鹿児島県大会」において，優勝の栄誉

を勝ち取り，８月１５日～１８日まで東京都（東京体

育館）で開催される全国大会に鹿児島県代表とし

て出場します。全国大会に向け指導者の下，県の

代表として決意も新たに日々練習に励んでおりま

す。主将の鶴留はるなさんは「コートの中で笑顔

が絶えないのが私たちの強みです。」と全国大会

に向け意気込みを見せました。
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